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の哲学を通して、保育職と看護職における「育つこと・育
てること」について考察する。
２．岡林染里と染めの哲学
ここで、岡林という染色家について簡単に紹介しておこ
う。
彼が草木染を始めるきっかけは、奈良の正倉院で1000年
以上前の草木染の衣装を見たときである。1000年という時
を経てもなお美しい色を保っている布に衝撃を受けたと
いう。
その後、岡林は昭和58年にそれまで勤めていた会社を辞
め、草木染を研究するために鈴鹿の山中に籠った。電気も
ガスもない生活の中で、ひたすら染めの研究に没頭し5年
間を過ごした。その後、昭和63年に下山し、関西地域を中
心に草木染の教室を開き、さらに、平成2年に奈良県室生に
工房を築いて本格的な染色活動に入った。そして、平成5年
にそれまでいた室生の水が汚れてきたこともあって、岡山
県阿哲郡哲多町（現在の新見市哲多）に移り、現在の工房
を開いた。
また、草木染の一方、柿渋という昔からある塗料で布を
染めることを考えた。柿渋は染料ではなく塗料であるた
め、粒子は肌理が粗く布を通りぬけるためなかなか染まら
なかったという。しかし、様々な研究を重ねた結果、柿渋
で布を染めることに成功し現在に至っている。
彼が染めの話をするとき、口癖のように語ることは、草
木染は「草木の命をいただく」という言葉である。そして、
草木染をする際、「染める」ではなく「染まる」と言い、人
間が染めるのではなく草木が染まるのであるという。人間
は、その手助けをするに過ぎないと語る。主役は人間では
ないのだ。
そして、一番大事なことは素材を大切にすることだとい
う。素材とは布である。ゆっくり時間をかけて下準備をす
る。このとき決して無理はしない。寸胴という道具で布を
煮ていくのであるが、沸騰したお湯にいきなり布を入れて
煮るのではなく、前もって温湯に一晩浸して置き、その後
ゆっくりと布を炊いていく。ときどきかき混ぜながら40～
50分炊き、沸騰したら火を止め、また一晩かけてゆっくり
冷ましていく。布を煮ているときは、やたらにかき混ぜた
りふたを取ったりしない。とにかく、静かにゆっくりゆっ
くり作業を行う。そして、その後丁寧に水洗いする。
なぜこのようにするのかといえば、人間でもいきなり熱
いお湯に入れたり、冷水に入れると皮膚に強い刺激を与え
ることになり、苦痛を感じるのと同じだという。「人間も
布も同じ」と語る。
そして、水から沸騰してさらに冷めるまでの間じっと待
つのである。時間にしておおよそ丸一日はかかる工程であ
るが、このとき片時も目を離さないで様子を見ているのか
といえばそうではない。水が沸騰していくまでの音の変化
と布が出す音の変化、湿度の変化、温度の変化、さらには
匂いの変化など聴覚のみならず五感をすべて使って全身
で感じながら作業をしている。この間、身体の全神経を集
中させながらも実際には他の作業も同時に行っている。こ
の身体の五感すべてで相手（布・水）の様子を感じ取って
いるということが重要である。ほとんどが相手に任せて待
っているように見えるが、実は相手の様子や状態を観察し
ながら「染まる」ことへの環境調整をしているのである。し
たがって、どのような微妙な変化にも瞬時に対応でき、ま
さに必要なときに必要な手助けができるのである。
また、染料となる草木の葉や幹も同様である。同じ木か
ら取っても、それを取る場所、時間、日の当たり具合や温
度や湿度、さらには風の当たり方や日の当たり具合によっ
て、色の出方はみな違う。同じ種類の木であっても、育っ
た環境や置かれた環境によってそれぞれ違い、それは個性
となる。それをきちんと見極めなければいい染めはできな
いと語る。
また、染めあがった布を干すとき天日に干すのである
が、雨が降ろうが風が吹こうが、例え鳥の糞が落ちたとし
てもそれさえも受け入れて、何日も干すのである。そして、
さらにその上に染めていく。そして天日で干す。というこ
とを3年から5年繰り返してはじめて完成するのである。天
候や外界の変化など自然の変化をそのまま受け入れる。大
事に保存しながら染めていくのではなく、あえて厳しい自
然環境にさらすのである。
このようにして染め上げられた布は、何年たっても色が
あせることなく布も柔らかくなり美しい布に仕上がって
いく。すなわち、「命の輝きをいただき、草木の生命を長
生きさせる」ということになるのだという。
３．保育における「『育つ』ことと『育てる』こと」を岡
林哲学から考える
日本の幼児教育の父と呼ばれる倉橋は、名著「育ての心」
１）の中で、「自ら育つものを育てようとする心、それが育
ての心である」という言葉を残している。「育つものと育
てるものとが、互いの結びつきに於いて相楽しんでいる
心」であり、「そこには何の強要もない。無理でもない。育
つものの偉きな力を信頼し、敬重して、その発達の途に遭
うて発達を遂げしめようとすること」と述べている。日本
保育学会の創設者であり、初代会長を務めた倉橋のこの考
えは、現在も尚、子どもに関わる多くの保育者に支持され、
保育者の基本姿勢として大切に継承され続けている。ま
た、発達の観点からも、子どもは受け身の存在ではなく、誕
生後のかなり早い段階から能動的に環境に働きかけ、様々
なことを自分から学ぶ学習者２）と捉えられており、学術的
にも科学的にも「子どもは自ら育つ存在である」というこ
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とは、保育の関係者にとっては一般的なことして認識され
ている。そして、保育者は、子どもが育とうとしていると
ころや内なる願いを、その姿や表情、言動等さまざまな様
子から読みとっていかなければならない。そのことが、ま
ずは最も重要な保育者の専門性として考えられている。つ
まり、「育つ」ことを見とる力である。その上で、子ども
に必要と考えられる「援助」を、環境等を通して行うこと、
つまり、「育てる」ことが「保育」だと考えられている。
保育の歴史の中で、上述した保育者の専門性が明確にさ
れたのは、1990年に改訂された保育所保育指針注１）であっ
た。それは、これまで使用されてきた「指導」という用語
が、「援助」と言う用語に書き改められたことに見られる。
1965年に刊行された保育のガイドライン「保育所保育指
針」には、各年齢の子どもの発達する姿は「～できる」と
いう表記で示されており、保育者の行為は「指導」という
言葉で表現されていた。「各年齢の発達段階」を示してい
ることや「指導」という言葉により、「できる」ことを求
めた保育者の「させる」活動が保育の中心になっているの
ではないかという危惧からの改訂でもあった。つまり、子
どもの実態を無視してあるべき姿に向けて「育てる」こと
に力を注いでいく保育への警鐘でもあったと読み取れる。
それ以降、「育てる」側の強い働きかけと誤解されやすい
「指導」という用語は使用されず、現在まで「育つ」もの
を「育てる」という意味の「援助」という言葉が使用され、
保育者の関わりの基本的な考え方は変わっていない。
しかし、現状に目を向けると、子どもに「○○な力をつ
ける」という「ねらい」を持ち、計画通りに保育を進める
ことに懸命な保育者は少なくないのではないだろうか。そ
の保育者の傍らで、小さな願いや訴えを飲み込み、表現す
ることを諦めてしまっている子どもがいるのではないだ
ろうか。子どもを取り巻く社会や家庭環境の変化も大き
く、その中で見られるのは、大人の指示通りに行動する子、
常に確認を必要とする子、指示に従えず落ち着かない子、
荒れた態度で友達に攻撃する子、表情が乏しく生気のない
子たちである。
子どもが子どもであること、子どもが自分自身の時間を
たっぷり楽しみ、自分のペースで育つことを許されていな
い現状があるように思えてならない。つまり、「育つこと」
が軽視され、大人が必要と思うことを「育てる」に傾倒し
た保育があるのではないだろうか。
今回、染色家岡林の哲学に出会う機会を得て、保育にお
ける「育つこと・育てること」について改めて考えてみる
必要性を感じた。
岡林が、染色の道に進むきっかけになったのは、奈良で
出会った一枚の布だという注２）。岡林は、「草木染した布は
すぐに色褪せてしまう」というのが世の常識であったにも
関わらず、1000年以上経って色褪せていない一枚の布を見
て衝撃を受けている。そして、「現代人は、自然のことを
知らないのではないか」という問題意識を持つこととなっ
た。つまり、「染めの材料となる草木の特性等を十分理解
した上で染色を行っていないのではないか」という問いで
あった。そこで、岡林は、山中に篭もり、草木の声に耳を
傾けながら、草木を知り、草木の求めていること、一つ一
つの草木が持つ特性やそのものが持つ力に注目しながら、
自然の中で生きる草木を対象とした染めの世界を追求し
ている（吉村2001）３）。そのような中で生まれたのが、『染
める』ということは人為的なものではなく、自然に委ねる
こと」であり、「『染める』ではなく『染まる』を待つこ
とである」という哲学だった（吉村2001）４）。「力を信じ
て、待ち、そのものが持つ本来の色が、一番良い状態で出
てくる手伝いをしているだけ」という話は、まさに保育に
おける子どもの「育つ力」を信じながら環境を整えたり、さ
りげなく手助けしたりする援助「育てること」と同じ考え
である。
岡林は、「待つことが9割で草木が染まろうとする手助け
は1割」と言う注３）。児童精神科医の佐々木５）は、「教育や
育てることは、待つこと」であり「ひそかに最善を尽くし
じっと待つこと」と述べている。両者の言葉から「待つ」こ
とは、染色においても保育においても重要であることが分
かる。ここで、どのように「待つ」のかについて確認した
い。岡林は、じっと耳を澄まし、観察しながら湯の状態を
音で判断するなど、全身の感覚を使い、気配を感じながら
少しの変化も見逃さないように見守っているのだ。そし
て、手助けが必要な「その瞬間」を見逃さず外さず対応す
る（吉村2001）６）と言う。これは、まさしく佐々木の「最
善を尽くして」に相当する内容だと考える。手助けは、早
すぎても遅すぎてもいけないし、多すぎても少なすぎても
いけない。相手の様子を全身で感じ取り観察しながら待つ
ことにより、相手が求めている、相手にとって必要な援助
が可能となるのだと考える。
さらに、岡林の「決して無理をしない」という考えにも
注目したい。対象を見つめ続けてきた岡林は、対象に自分
の心と体を一体化させているかのごとく、布や草木になり
きって染色のプロセスを体験しているように思われた。
「やたらにかき混ぜない」「急に熱湯に入れたり冷水にさ
らしたりことは植物にとって耐え難いこと」「ゆっくり、じ
っくり、十分時間をかけて」と、対象を全身で感じ取りな
がら、必要な手立てを行い、対象が環境に慣れていくのを
待つとのことであった（吉村2001）７）。そして、岡林は、「私
たちは、草木の命をいただいている」と語る。「命をいた
だいているということは、その命を長生きさせてあげなく
てはならない」と言い「命は色のことである。色褪せない
様、生涯、命を輝かせられるように手助けしなければなら
ない」と付け加えた。一つ一つの草木の特性を知り、その
草木の喜ぶ関わりをしたならば、草木は、生涯、命を輝か
せるというのだ。まさに、岡林を染色の道に誘い入れた
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1000年色褪せない染物のように、ということが常にあるの
であろう。
「子どもが生涯にわたって生き生きと自分らしい人生
を送ってほしい。命のある限り輝いていて欲しい」とは保
育者の願いであり、そのような役割を担う専門家である。
対象は異なるが、自然の中に生きるものと考えると、草木
も子どもも同じ生き物だと考える。しかし、現実は、岡林
が草木を思うほどに、謙虚な姿勢で尊厳を持って子どもを
知ろうとしているだろうか。
岡林は、「草木は、そのものが育った土、気温、湿度、日
当たり、風などそれを取り巻く環境により、同じ木の葉で
も出てくる色は異なる。また、木の葉を摘むときの時期や
時間によっても異なる」と述べている。子どもも同様で、生
まれた時から持っている性質、地域環境、家庭環境、経験
など一人として同じ者はいない。にもかかわらず、「自己
主張が強くなる2歳の子ども」「落ち着かない子ども」「人
見知りが強い子ども」など、ある枠組みや先入観で子ども
を見ていないだろうか。一人一人の子どもが、どのような
「育つ力」を見せていくのか、何を願っているのか、見ず
して、聞かずして、待たずして、何の躊躇もなく、保育者
が目指す子ども像に向けて働きかけていないだろうか。一
人一人の子どもが生涯輝き続けていく力を身に付けてい
けるといえるのだろうか。「育つ」ものを「育てる」とい
うことになっているのだろうか。「育てる」ことに偏って
いないだろうか。
筆者（三好）は、今回、岡林の哲学を通して、改めて保
育の本質について考えさせられた。同時に、子どもに関わ
る大人や保育者に多くの問いを投げかけられたようにも
思えた。
岡林の「草木の中に入り、共に生活する中で草木を知る」
「『染める』ではなく、『染まる』を待つこと」、「決し
て無理をせず、全身で相手を感じながら待つ」は、対象で
ある草木が、知り尽くせないものであること、一つとして
同じものはないことを熟知しているからこそ生まれた言
葉であったと思う。
一人として同じ子どもはおらず、どんなに努力しても知
り尽くせない。だからこそ、自分を潜らせるかのごとく理
解しようとする最大限の努力を、無限に続けていく必要が
あるのではないだろうか。このことこそが、岡林の哲学の
世界であり、保育の本質であり、普遍的な考えと言えるの
ではないだろうか。育てる側が肌身を持って感じる必要性
のある課題である。
４．看護における「育つこと・育てること」を岡林哲学か
ら考える
近年、社会の高齢化や医療環境の変化に伴い、急性期病
院では在院日数の短縮化となり、医療依存度の高い患者も
住み慣れた地域で生活することが求められ在宅医療へと
流れが変化してきている。また、慢性疾患の時代になった
ことも加わり、治療が優先されていた医療モデルから生活
モデルへ転換し、患者の生活の質の向上が問われるように
なった。このような背景を受け、看護も患者の入院日数が
短い中で、医師の診療の補助業務を行いながら、早期退院
に向けて患者の今後の生活を見据えた看護が求められる
ようになった。患者の今後の生活を見据えた看護を行うた
めには、ますます患者の生き方や価値観などを踏まえ患者
を全人的に捉えることが重要となる時代を迎えている。
Henderson．V９）は、「看護とは、看護師の独自の機能は、
健康・不健康を問わず、各個人を手助けすることにある。
どんな点で援助するかというと、健康、健康の回復(あるい
はまた平和な死への道）に役立つ諸活動。これらは、もし
もその本人が必要なだけの強さと意志と知識とをかねそ
なえていれば、人の手を借りなくともやりとげられること
かもしれないが、とにかくそうした諸活動の遂行にあたり
各個人を援助する、それが看護師の仕事である。そして患
者、あるいは健康な人の場合でも、その本人を助けて、で
きるだけ早く、自分で自分の始末を出来るようにするとい
った方法で、この活動を行うことである。」と述べている。
このように看護は、看護の対象者の本来持っている力を引
き出し、強めていくことができるようにサポートをする役
割を担っている。
しかし、在院日数の短縮化により、看護業務の効率化や
診療の補助が優先されてしまい、患者の本来持っている力
を引き出す関わりにまで至っていない現状が垣間見られ
る。そして、患者の本来持っている力を引き出すことがで
きていないまま患者は退院を迎えることとなる。また、患
者は自宅退院することに対して困難感、不安を持っていて
も、医師や看護師に具体的に表現できず、困難感や不安を
抱えたまま自宅に退院する患者も少なくない10）現状も見ら
れる。在院日数の短縮化に伴い、いまだ以前の考え方であ
った医療モデルでの対象理解に留まり、看護の基本となる
対象理解にまで至っていないのではないかという自問に
解答もなく苦しんでいた。そんな中、染作家の岡林と出会
い、彼の哲学は、看護を考えるうえで重要な示唆を与えて
くれているものと考えた。そこで、岡林の哲学から看護を
考えるにあたり、「育つこと」を患者自身の本来持ってい
る治癒力を引き出すこと、「育てること」をその患者の力
が出せるように手助けすることと置き換えて考えること
とした。
岡林の染めに対しての考え方のひとつに「同じ木から取
っても、それを取る場所、時間、日の当たり具合など温度
や湿度、また風の当たり方や日の当たり具合によって、色
の出方はみな違う。それは個性となる。それをきちんと見
極めなければいい染めはできない。また、木の葉を摘むと
きの時期や時間によっても異なる」と語っている。また「委
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ねるためには、相手（布）を十分知っておかなければなら
ない。」と語っている。岡林の染の世界と看護の世界では
共通点がないように思っていたが、染めの世界の主役（主
体）は染める側（人間）でなく、素材（布）である。看護
の主役（主体）も、医療職ではなく患者である。どちらの
世界も主体が対象であるという共通点が窺えた。そして、
同じ木でも置かれた場所によって色の出具合が異なり、そ
れがその対象の個性であるように、看護でも同じ疾患の患
者だからと言って同じ症状が出るわけではない。その患者
の抱えている身体的状況はもちろん、社会的状況や家族の
状況、精神的状況など、その人の置かれている環境の違い
によって症状の出方は異なる。たとえ、同じ疾患で痛みと
いう同じ症状が出たとしても患者の精神的状況によって
その痛みの強弱は異なる。精神的不安の強弱によって、痛
みの強弱に影響を与える。また、同じ疾患でも患者のライ
フサイクルによっても症状の出方や治療の仕方が異なる。
よって、患者を捉える際にその患者の身体的・社会的・精
神的・環境的な4側面を把握し、患者を総合的に捉えアセ
スメントをする。その際、看護提供者側の価値観で判断し
患者を観てしまうと患者と看護師間に信頼関係は形成さ
れず、治療や看護自体も拒否されてしまう。また、本来患
者が持っている力も見失ってしまう可能性もある。そこ
で、岡林が「素材を大切にする」と語っているように、あ
くまでも患者そのものを捉えることが大切となる。患者そ
のものを捉えることによって、患者の持っている本来の力
を見極め、患者に沿った個別性のある看護を提供すること
につながる。看護は、日常生活の支援と治療とを両立させ
融合させた個別性のある看護を提供しなければならない。
よって、看護者には、対象の本質をしっかり見極める目を
確かなものにしておくことが求められるのである。
さらに、岡林は「待つことが９割で草木が染まろうとす
る手助けは1割」と語っている。また、じっと耳を澄まし、
観察しながら湯の状態を音で判断するなど、全身の感覚を
使い、気配を感じながら少しの変化も見逃さないように見
守っているのだ。そして、手助けが必要な「その瞬間」を
見逃さず外さず対応する（吉村2001）11）とも語っている。し
かし、在宅医療の流れが進む中、在宅療養者によっては、一
つのことをするにもかなりの時間を要するため、家族介護
者が手助けをしてしまうことがある。手助けをしてしまう
ことによって、患者は楽になり、家族介護者も介護時間の
短縮につながるので互いに良いように思われる。しかし、
それは患者の自立を奪うことにつながっている。ここで、
いかに岡林が語る「待つ」ことが重要であるか思い知らさ
れる。「待つ」ことは、手助けが必要な「その瞬間」を見
逃さず外さず対応するための時間に過ぎない。そして、そ
の患者にとっての「その瞬間」に必要な援助のみを手助け
することが、患者の本来持っている力を引き出し、強めて
いくことになるのである。これが「育つ」こと「育てるこ
と」になるのではないだろうか。
岡林は、染めの工程の中で、布を40～50分窯で炊き、ゆ
っくり冷ます過程を行う。じっと耳を澄まし、観察しなが
ら湯の状態を音で判断するなど、全身の感覚を使い、気配
を感じながら少しの変化も見逃さないように見守ってい
るのだ。岡林は、目に見えない寸胴の中の状態を、五感を
すべて使い全身で観察している。この姿勢は、看護におい
て最も重要な姿勢である。
看護の対象者は、言語でコミュニケーションが取れる患
者ばかりではない。非言語的コミュニケーションでの訴え
が主となる赤ちゃんや障碍を持った患者も対象である。非
言語的コミュニケーションの患者の訴えを聞くためには、
看護職は自分の五感をフルに活用し、患者の些細な目の動
きや口元の動き、あるいは身体的変化など患者からの発信
をキャッチすることが重要である。そして、対象者が求め
ていることを全身で感じ、観察しながら対象者に必要な手
助けを必要な瞬間(トキ）に行っていくことが大切である。
岡林のように全身で観察できる感性を持つこと。これは看
護者が自らに課さなければならない課題ではないだろう
か。
岡林の染の哲学から看護における「育つこと・育てるこ
と」を考えてきた。岡林の染に対する考え方は、看護の対
象理解をする上でも大切な視点であることが理解できた
ように思う。
これから、ますます在宅医療へと流れが加速していく
中、看護における「育つ」ことと「育てること」とは、看
護の対象者の持っている本質を見極め、対象者の価値観や
人生観を大切にし、治療と日常生活を融合させながら対象
者がそれまで生きてきた軌跡を継続していくことができ
るようにサポートをしていくことである。そのためには、
対象者の力が引き出されていくよう、対象者が自身の強み
を生かしていくことができるように手助けをしていくこ
とが必要だと考える。
５．まとめ
岡林の哲学という視点から、保育・看護というそれぞれ
の立場で、「育つこと・育てること」について述べてきた。
どちらの領域ともに、共通することとして育つものへの
認識の重要性をあらためて確認することができた。
岡林の世界は芸術（アート）の世界である。その世界は
創造的世界であり、創造的世界とは、「対象に向き合う」と
いう努力が無限に続く終わりなき世界である。
子どもと保育者、患者と看護の世界も同様に「最善を尽
くす」という行為を無限に続ける終わりなき世界であると
いえよう。最善とは、その時その時にできる最大の努力で
あり、終わりはなく、無限に続く創造への努力である。そ
れは、まさに創造的世界である。
染色家岡林染里の哲学から学ぶ「育つこと・育てること」
かつて、筆者（吉村）は、本学の初代看護学科長から、「看
護はアートである」と聞いたことがある。その意味するこ
とはまさに、その時その時に、対象者に対して最善を尽く
すという瞬間が無限に続くことであり、患者と看る者で創
造する世界のことであろう。また、子どもと保育者におい
ても同様に、対象に対してその最善を尽くすという行為を
無限に続けることであり、この連続性が創造的活動であ
り、これこそが岡林の世界であり、本稿の筆者らが心動か
された認識である。
＜注＞
注１）1965年,保育所保育指針は,厚生省（現、厚生労働省）
が保育所保育の理念や保育内容,保育方法などを示し,保
育所における保育の向上、充実を図るためにガイドライ
ンとして示したものである。その後、2008年には,告示化
され,国が示すガイドラインから法的拘束力を持ち最低
基準として規範性を有するものとなった８）。
注２）岡林染里・吉村淳子「対談『無駄の要』」2017年度
新見公立大学公開講座．2017．
注３）注２）に同じ
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